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は じ め に
横隔膜神経を電気的に刺戟 し,横隔膜を リズ
ミカル に収縮させて行なう人工呼吸, また は
呼 吸管理法 す なわち ElectrophrenicRespi-
ration(EPR)の歴史は,1856年 vonZiemssen
28)が CO しい毒 によると思われる急性呼吸不全






















用いられている25)｡ これ は radiofrequency
(RF)typeの EPR と呼 ばれるもので, 刺 戟
電極とこれに接続される受信機カプセルは体内
に植え込まれ, 体外 から刺戟発生装置 とアン
テナを用いて, 櫨隔膜神 経 を刺 戟 しようとす
るものである (図1)｡ 通常, 左側の横 隔膜
神経幹 を頚部において, 神経のみならず, そ
の周囲の栄養血管 を も損傷 しないように露出












Glennの下で, すで に数例経験 したので, そ
の 2症例を宿介 し,EPR の効用と問題点につ
いて報告する｡ また, 実験的研究をも, 併せ
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A: 刺 戟波送信機図
2 B: ア ンテナC: 受信機カプセル
D: 刺 戟電極Paco2-72mmHg,pH-7.260
で あ り,5%co2ガス吸入試験では, 換気
量GJ著 しい増加が認められず,呼吸l冊丈_a)C
O2ガス に対する感受性低下がみられた (図3
)｡ しか し, スパイログラム,脳波,髄液所見
には,特に異常はエBPI
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TINE (lTllpLI図 4 F･RPに
よる睡眠中動脈血ガス所見の変化症例 2 38才男




持 されて来た｡受傷後,約 6ケ月でEPR ユニ
ット移植の 目的で転院 して来たが,こ0)F乱 無気 肺 ,肺炎,消
化J'lt;.:出血などの合併症に悩まされ
ている｡同年11月,右側横隔膜神経に対 し




期にILH現 した しめ,有効な換気量が得 られず,他の人二L呼吸器に頼らざる









し,ついに EPR c/)みで呼 吸を維
持することが,可能となった｡以後は, 両側 の横隔膜
神 経が毎 ｢112Hlj:間ず- ).
交 互に刺 戟されているが, こ0)刺戟時
間では疲労 もほとんど認められず,従っ
て 1回 呼吸量の減少 もみられない｡分時換気量
は, 臥 位 で EPR (ノうみでは8.42/r
lin, 患者に EPR に同期 して意識 的
に補 助呼 吸を 行 な わせ ると 11.42!minと増
加し, また, 坐位では F.PR のみで 5.52/min,同様
に患者 自身に assistさせれば,12.32/m
inと, 非麻輝補助呼吸筋 によ る自発的な呼 吸運
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●●piq h fl■ly図6 動脈血ガスの24時
間の推移を裏づけるように,連続24時間にわたる動
脈血ガス分析結果も,覚醒時 Pao2-100mm




して以来, 何 らの合併症もなく, 守,I_(育
子 による身体の移動 は勿論, 社会的活動 にすら
従事 している｡以上,原発性肺胞低換気症
候群と上部頚髄損傷による呼吸不全に対する E
PR の有 用性 について述べたわけであるが,すでに




















戟波の直後,すなわち絶対的不応期内に逆の極性 の刺 戟波 を有す る
alternatingbidirec-tionalcurrent(ABDC-2)を用いれ
ば, 刺戟による脳組織への損傷が極めて少ない事実が,Lilyら8･13) によって指摘 され て い る｡ ま
昭和48.12 ElectrophrenicRespiration(EPR)に関する研究 - 71-
図7 EPR による横隔膜の疲労現象与える
と興奮性 が回復することを見出 して いる｡彼
の考え方に従えば,疲労を防 ぐためには刺戟波
型群を一つおきに,その極性を運転させることで 可能
なはずで, これ は Stemmer23)らによっ




が, 佐藤 ら22) によって行なわれてきた｡この
波型は ABDC-1と呼ばれるが, 著者ら24)揺
, この波型 と従 来の UDC による疲労出現
時期について検討するために,犬を用いた急性および慢性実験を行なったので,その結
果の概要を述べる｡ 実験的研究1) 急 性 実 験雑種
成犬にペントバルビタールで静脈麻酔を施 し,
刺 戟実験中 は自発呼吸を完全に抑制するために




る野周5横隔膜神経幹刺 戟申 の各種刺 戦波による
1回呼吸量の変化 は,UDC およびABDC-2刺戟で
は, 2時間後に controlの30% に も減少 し
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図8 各 種 刺 戟 波 型戟ではわずかに90% に し
か 減 少 して い な い(図9)｡刺戟による神
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, 1回呼吸量はある程度回復 している｡ 他方
,ABDC-1刺戟では(VM)トN山
正∝⊃3 0 1 2 3 4 5 6 7 dQyS
図14 連続 7口間刺戟による1回呼吸量の変
化24時間後 も, 1回呼吸量の変化には
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ec)図16 各種刺戟波の電気量および電気エネル
ギー嵐図17 Transcavalstimulationによる横fq･r甜菜の運動 - 75-言uOtT)U,(^1
一U正ト0311･03
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図18 Transcavalstimtlationにより得られる
1回呼吸量および気速曲線いずれ も AIiD















部 の局部損傷 の指標 とされている｡A13DC























戯できるこの方式の EPR も, 今後 は種々の呼吸
不全の治療に試み,その成績を検討 し
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